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大阪府内における令和３年の休業４日以上の死傷災害8821件のうち2177件
（24.7％）が転倒災害となっています。また、飲食店においては、休業4日以上の死傷災
害362件のうち転倒災害が88件（24％）発生しており、起因物別では、約40％が通路で
発生しています。
なお、転倒災害のうち約70％が休業日数30日以上となっています。
職場での転倒災害を防ぐため、まずは、適切な「靴」選びから始めましょう。

休業4日以上の死傷災害件数 推移

R4.9

約40％が
通路で発生！

今日も一日
ご安全に
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令和３年転倒災害における休業日数別

約70％が
休業30日以上

休業4日以上死傷災害件数（労働者死傷病報告による
※新型コロナウイルス感染症による死傷災害を除く。



靴を購入するときには、「ブランド」や「デザイン」、「価格」や「機能」など様々な要素により選択されて

いると思います。そこで、つまずき難いという「機能」を重視して、靴を選んでみませんか？

「転倒の主な原因のうち、「滑り」と「踏み外し」は、靴底の滑りにくさを上げることで転倒リスクを下げる

ことができます。また、高齢者だけでなく、若年者でも疲労が蓄積すると歩行時に足が上がらず、摺り足

に近い歩行形態になって靴の先端部を凹凸に引っかけ、数センチ程度の段差でも、つまずきやすくなりま

す。「つまずき」は、靴底の構造によって、ある程度の効果を出すことができます。

転倒に有効な安全靴に求められる性能を整理すると、次の5点になります。 転倒災害の要因は

様々であり、その防止対策も一概には言えませんが、履いている「靴」の面から転倒災害の防止に取り

組んでみましょう！

皆さんの「靴」は大丈夫？ つまずき難い「靴」を履きましょう！

転倒予防のために適切な「靴」を選びましょう

日 本 安 全 靴 工 業 会
Japan Protective Footwear Manufacturers Association

日本プロアクティブスニーカー協会



転倒災害防止のため、耐滑性の高いワークシューズ（耐滑区分５、動摩擦係数０．４以上）を導入し
ているが、摩耗が早く、摩耗すると滑りやすくなることから、靴底にスリップサインを入れ、定期的にスリップサインを
点検する取組シートを作成し掲示している。

ワークシューズ・長靴の摩耗確認の見える化の事例
（取組事例：株式会社あきんどスシロー）

作業時に着用する靴の安全性は、作業環境の状況に応じて決められています 。
先芯（安全性を確保するために靴のつま先部分に入れる）を履く必要がない作業環境の場合
でも、 耐滑靴を着用しなければならないことがあります 。
その場合、先芯入りの安全靴やプロスニーカーであれば、靴の表示で耐滑性を確認できますが、
先芯入りでない靴は表示で耐滑性を確認することができません。
その場合は下記のメーカーへご相談ください 。

先芯がいらない作業環境で使用する耐滑靴の探し方

詳し く は メーカーや販売店にご相談 く だ さ い
耐滑靴取 り扱い店 ・ メ ー カ ー



チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか

２ 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除いていますか

３ 安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保されていますか

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか

５
作業靴は、作業現場に合った耐滑性があり、かつちょうど良いサイズのもの
を選んでいますか

６
ヒヤリハット情報を活用して転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知
していますか

７ 段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を促す標識をつけていますか

８
ポケットに手を入れながら、人と話しながら、携帯電話を使いながら歩いて
いませんか

９ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていますか

転倒災害防止のためのチェックシート

☑

問題のあったポイントが改善されれば、きっと作業効率も上がって働きやすい職場になります。
どのように改善するか「安全委員会」などで、全員でアイディアを出し合いましょう！

検 索STOP！ 転倒
厚生労働省では、転倒災害を減少させるため

「STOP！転倒災害プロジェクト」を推進しています！


